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翻訳にあたっ て
本稿は ､ 韓国で発行されて い る歴史批評社の 『歴史批評』
50号記念別冊所収の論文､ ｢国定国史教科書批判｣ <著者
ヂ種紫 (ユ ン ジ ョ ン ヨ ン 前教育部歴史担当編修官) >を翻訳
したもの で ある｡ この研究誌は､ 日本で は韓国 ･ 朝鮮関係の
研究者に知られ て は い る もの の ､ 翻訳された論文は 一 部に と
どま っ て い る｡ したが っ て 『歴史批評』 及び発行母体にな っ
て い る ｢韓国 ･ 歴史問題研究所｣ の 日本で の知名度はそう高
く` は ない ｡ 3年ほ ど前に出された ｢日本地域特別会員｣ 制度
甲お知らせ
1 で は じめ て 知 っ た方も少なくな い と思われ る｡
こ の お 知らせ によ る と､ 『歴史批評』 は､ 1 986年来､ 季刊誌
として刊行され ｢卓章国 に お ける歴史研究発展 ･ 普及 に, 多大
な責献｣ をして きた研究誌2 と い わ れて い る｡
2001年の 5月､ 私 (村上) は留学中の韓国人学生を通じ本
誌を入手し, 論文数の多･さに圧倒されながらも2, 3本の翻
訳 に取りくんだ｡ そして ､ 歴史教科書の問題が 一 段落した秋
の終わり頃にな っ て ｢国定国史教科書批判｣ に注目するよう
になり､ 今回､ 訳出し でみた｡
韓国 の 国定歴史教科書に つ い て は 日本でもさまざまな意見
があるが､ その背景に は同国の歴史的背景が大きく作用して
お り, 本稿は国史教科書 一 極化､ 国定化に至る過程を随所 で
措い て い る ｡ 朴正照軍事政権3 が成立 した の は1 961年の 5
月 4 で ある｡ こ の 政権は ､ ア メ リ カ の ｢新穂民地主義｣ 政策
の枠内で他の ア ジ ア低開発国と同様､ 反 共主義と経済第 一 主
義5 を推進した｡ さ らに ア メ リカが, ヴェ トナ ム戦争 へ 深く
介入す ると同時に､ ア ジア諸国に派兵を要求｡ ア ジア諸国 は
見返りに ヴ ェ トナム特需を得て ､ ｢ア ジア 地域の経済ネ ッ ト
ワ ー クの基礎を｣6 築 い た｡ 朴正照軍事政権が歴史教科書を
重視 した の は ､ 歴史教育 が国語 ･ 道徳 と並 ん で 国民の価値観
の中枢に位置したゆえと考える こ とが でき る｡
本文にも語られ て い る が､ 10月維新の前まで に 国語 ･ 道徳
の 教科書はすで に国定化され､ 歴史の教科書だけが残され て
い た｡ こ れは朴政権の掲げた ` `徹底した民族的主体力量の滴
義" に 必須の課題で あ っ た.
こ こで あらかじめ , 論文の歴史的背景を年代で示せば別表
年 代 韓国政界の動き 教育改革関連事項 維新体樹~F の耗制
19 6 0年 4月1 9 日. ｢4 月革命｣4 月2 6 日李紙
辞林. 亡命. 蛮地政権成立. 王
1 9 6 1年 5 月1 6 日 朴正軽少将軍事ク ー デタ ー
196 3 年10 月 朴正蕪大綻額畢挙に辛勝
第三共和国発足
l
1 9 6 5年 6月 日韓基本条約 高潔大 . 延世大に無
帝国軍ヴェ トナム派兵決定 期休薬令(9. 4ト
1 9 6 8年12 月 国民教育憲章宣布
1 9 71 年 4月 第7代大捷領置拳
(卦正蕪6 3 4万東金大中539h
-
票)
国家保衛特別措置法
1 9 7 1年 5月1 2月 国会巻貝選挙 大学で敦捷必修(教育
法施行令改正)
武装軍人､ 高艦大乱
入 国家保安鋲公布
1 9 7 2年 5月ー6日
1 0月1 7日 .
捷新患法制定 国史教育削ヒ委員会発
足
韓国教育開発院発足
[非常戒厳令j を宣
労働三権に法律留良 布○ マ ス コ ミに事前
1 0月維新を宣言 検陶制導^D
1 2月 朴正熊募8代大統額に就任
1 9 7 3年 2月 国会巻貝選挙 中学の国史教科書単一
8月 中央情報部(KCⅠA) 金大中前大
麓額候補をf]本で掠乱
4t:秦を発表
1 9 7 4年1月 - 大統領 r緊急措置｣ 第1号-第
1 9 7 5年5月 9%.
l 9 7 4年 3月
8B 文世光､ 朴大洗額暗殺未遂事件
国定国史教科手配布
1 9 7 5年 大統領r緊急措置j 第7号 兵士7 4 0名､ 高雅
r労働組合法施行令J 改定 大学に動員. 高騰大
休校閉乱
1 9 7 9年1 0月 朴大歳簡略澱. 非常戒厳令宣布
1 9 8 0年 5月 ■｢光州事件j
全斗鰍こよるク ー デタ ー
7 . 30教育改革措置
1 9 8 5年 全斗最大統領､ 教育改
革方垂構想を公言
1 987年 6月 血蕃愚､ 6 . 2 9民主イヒ宣言 r教育改革捨合構想j r宣言j 以降の労働
1 0月
1 2月
新憲法公布 ( 大統領直接選挙制 争議件数 ､ 2 4 6 9
と地方自治制導入)
第1 3代大統領d[L秦息当選
件 (前年2 7 6件)
199 2年1 2月 中国と国交樹立
第1 4代大統領に金泳三当寺
1 9 9 8年1 2月 第1 5代大洗額に金大中当選
( 年表:村上作成)
* 富 山大学教育学研究科
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1､の よう にな る｡
こ れ を見 るとわ か るように ､ 1974年には国定教科華の配布
が始ま っ たo 1 972年の文教部へ め大統領の民族主義方針の下
達 から 2年もたたずにで あ る｡ こ の 2年たらずの 内に教科書
の検認定を国定化に変更した｡ 学界や現場教師の反対の声は ､
比較的小さか っ たの だと推測する ことも - 般的に はゃきよう｡
事実､ 反対の論陣は表面化しなか っ た と論文の筆者は明言し
て い る
7
｡ しかし日韓両国の今日的問題の解決 に は ､ 表面化
さ せなか っ た
``
維新体制
"
の ありようを正確にとらえる こ と
が ､ 一 層重要で あ る.
なぜ なら､ 韓国の 国史教育 ･ 教科書の国定化を推進したの
は朴維新体制下の民族主義に ほかならず､ それ は､ 大学閉鎖､
大学教授や編集者の解雇､ マ ス コ ミ 統制などを推進した強権
政治と表裏 一 体をなして い たからで ある｡ 国史教育 ･ 教科書
の問題は極めて 国家的な課題として取り扱われた｡ 国史教育
強化委員会に大統領直属の秘書室から3名の委員 8 が任命さ
れて い る こ とは その こ と と深くかかわ っ て い る と考えられる｡
別表2 は秘書室 の権限を示して い る｡
1 972年は ｢非常戒厳令｣ を宣布し､ マ ス コ ミ統制にも着手
した年であり､ 1 0月 の維新憲法は ､ それらを合理化したもの
と い える｡ 翌年に は 金大中泣致事件が起き 9 ､ そして1974年
になると大統領緊急措置と-い う言論統制により､ 憲法改正論
議を禁じ､ 大学内で の政治活動を禁止した｡ 非常軍法会議に
か けられた学生 は120名に の争ぎり､ 8名が死刑 に処せ られたo
こ うして 大統領の方針が貫かれた｡
近年､ 日本の歴史教科書に対して韓国が痛烈に批判する事
態が生まれ て い る｡ しか し､ 本稿が示すとこ ろ によれば､ 韓
国側の国史教科書は軍事政権時代の産物に他ならず､ 30年近
く韓国民ゐ歴史認識を規定しLてきた.
こ こ に もや はり重大な
問題があ る｡ 今 日求められるの は､ 歴史と教科書をめ ぐる両
国 の冷静な議論で あり､ その際､ こ の ｢国定国史教科書批判｣
は重要な問題提起にな るだろう｡
本稿が両国の歴史教科書をめ ぐる対話に多少とも役立 つ こ と
を願 っ て い る｡
尚､ 翻訳の細部に つ い て は､ 前橋国際大学講師の李漢正氏
から貴重な助言を賜 っ た｡ 心よ り感謝したい ｡
〔維新体制の機構〕 別表2
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(本表の 出典は､ 朴 - 『韓国NIES化の 苦悩』 同文館出版1992年P52で ある.)
1 韓国 ･ 歴史問題研究所 ｢日本地域特別会貞｣ 制度の御案
内 藤永壮 歴史学研究会 研究月報No.46 5､ (7)1998年
9月15日
2 同前
3 朴政権に は否定的な評価が多し)｡ ただ､ こ の維新体制と
は ､ 日本が歩んだ ｢明治維新｣ で の富国強兵路線で の ｢重
化学工業化｣ や ｢自主国防体制の確立｣ で あ っ て ､ 背景 に
は ､ 米中､ 日 中関係 の改善により中小国 (例えば台湾) が
"
犠牲
''
に な っ た こ と へ の危機感 があっ たとの指摘が あるo
(文京沫｢韓国の政治文化と ｢維新体制｣ 法政大学比較経
済研究所 『韓国 の経済開発と労使関係』 法政大学出版局､
1 991年､ p90｣
4 5月1 6日 の 軍事 ク ー デタ - を ｢軍 事革命｣ と記した研究
書もあ る｡ 例 えば､ 馬越徹 『現代韓国教育研究』 高麗書院
1981年 p357 附録六現代韓国教育年表｡
5 ア メリカ は1 950年代 の ｢ドミ ノ 理論｣ 挫 折 の 後 ､ ｢新植
-120-
民地主義｣ を立案｡ ｢ケネディ政権は ､ 低開発国 に急速な
経済成長をお こ させ ､ 伝統的社会を近代社会に移行させ る
こ とを世界政策上 の重要課題とし､ 世 界銀行､ I M F(国
際通貨基金) を はじめ ア メ リカ､ 西 ドイ ツ､ 日本などの資
本を集中的に投入して経済の高度成長をお こ させ ､ 革命勢
力を崩壊また は変質さ せようと はか っ た｣(歴史学研究会
編集 『ア ジ ア 現代史3』 青木書店､ 19 81年､ p1 78- 179)
6 鄭章淵 ｢開発独裁 は い か に して成立した か｣ 『ア ジ ア の
人びとを知 る本4 支配す る人びと』 大月書店 ､ 199 2年､
p51､ 所収
7 本稿 pv4を参照 の こ と｡
8 本稿 p 3 を参照 の こ と｡
9 こ の 事件 は､ 朴大統領 の与り知らぬ とこ ろで ､ K I C A
の
`単 独犯行放 とす る見解もある が ､ 維新体制 の 強権的体
質が生 んだ民主主義抑圧事件 で あ る こ とを否定す る こ と は
で きま い ｡
翻訳 ｢国定国史教科書批判｣
｢国定国史教科書批判｣
前教育部歴史担当編修官 ヂ 種祭 (ユ ン チ ョ ン ヨ ン)
8
. .1 5後､ 我が国 の学校教育で 国史が正式科目として採択
された後､ 国史教育に 一 番大きな変化をもたらした の は1 972
年から の第三共和国政府が
``
国籍の あ る教育
"
i
` `
民族の 主
体性確立のため の 教育" を掲げて推進した国史教育強化政策
だ っ た｡ こ の政策推進の ため の 方針iiに よ っ て 国史教育強化
委員会が構成され､ こ の委員会を中心として中等学校で の国
史教科の独立､ す べ て の大学で の 国史教養の必修化､ 国家採
用考試缶Iに 国史科目を加 え､ 義務化するなど画期的な政策が
進行した｡
国史教育の強化は､ 10月維新断行と共 にますます加速され
国史教科書国定 (1種) 化へ と続い た｡ こ の政策に国史学界
がただち に反応し強く反対した にもかかわらず､ こ れ を無視
したまま強行され1 974年度から全国のす べ て の中等学校に ､
新国定教科書が配布された｡
本稿は国史教育強化政策試行ivを前後し､ 国史教科書を国
定化した ことによ っ て 二分された教育界と学界の見解を整理
して国史教科書国定化の功罪
v を明らか に して ､ こ れ を通じ
固定化が い かな る目的を持 っ て どの よう に進行したの かを究
明しようとするもの で ある｡
維新休制と国史教育強化
第三共和国政府を率い た杯正照大統領を始めとす る 5 ･ 1 6
主導勢力 の元青年将校viた ちは
`
民族主義
'
の傾向が強か っ
たo それで 5, 1 6以後学校教育の うち､ とJ
りわけ民族主義と
関連が深 い 国史教育は､ 多くの 影響を受ける こ と に な っ た｡
特に1960年代後半から学校教育が徹底した民族意識 ･ 国家意
識を持 っ た人間養成とい う面 に方向づ けされ､ 多くの変化が
学校教育にもたらされた｡ この なかで も最も大きな変化は ､
学校教育の内容の根幹にな る教育課程を こ の精神に合わせ全
面的に改訂した こ
L
とゼ . そして教育課程の全面的な改訂作業
を準備 ･ 進行さ せながら､ こ れ に先だ っ て ､ 教育方向と密接
な関係があ る国史など国策科目にたい して は､ 修正 ･ 補完し
た の で ある (1 969年部分修正告示)｡ 同時に197 0年初め , 急
激に教育課程改編作業を進めてからは教育方向を 一 層強力に
具体化するた め国史教育強化政策を立案した｡ こ の 国史教育
強化政策で は学校で扱う国史教育課程だけで なく ､ 国史教育
を裏付ける こ とが できる広範囲な政策が提示され推進された｡
国史教育強化政策は , 大統領個人の意思を表しviiたも の
だと言う こ とが できる｡ こ の政策が国史学界や文教部の建議
ではなく て大統領 の指示 に よ っ て開始されたか らそう言え る
の だ｡ 197 2年初め､ 国史教育強化に関して大統領 の具体的な
指示が文教部に下達されて ､ 文教部は こ れを推進す るた め に
国史教育強化委員会と い う機構を5月初め に人選しviil 発足
きせた｡
こ の 委員会 は ､ 朴 ジ ョ ン ホ ン (大統革特別補佐官)､ 張 ド
ン フ ァ ン (大統領秘書官)､ 韓ギ ウ ッ (大統領秘書官)､
､
朴ス
ン ボク (国務総理秘書官)､ 李ソ ン グ ン (嶺帝大総長)､ 金 ソ
ン グ ン (ソウ ル大教育大学院長)､ 高 ピー ヨ ンイ ク (ソウ ル大
文理大学長)､ 李ギ ベ ク (ソウ ル大教授)､ 韓ウグ ン (ソウル
大教授)､-李ウソ ン ､(成均館大教授)､ 金 チ ョ ル チ ュ ン (ソウ
ル 大教授)､ 妻ウチ ョ ル (梨花女大教育大学院長)､ 金 ヨ ン ソ
プ(ソウル大教授)､ 李ウ ォ ン ス ン (ソウル大師範大教授)､J
李ク ァ ン ニ ン (ソ ウル 大教授)､ 荏チ ャ ン ギ ュ (ソ ウル 大教
撹)､ 李 ヒ ョ ン ジ ョ ン (国史編纂委員会 ;以上括弧内は当時
の肩書き)､ 都合1 7名から構成されたo 朴ジ ョ ン ホ ン等大統
領の意思を直接伝達する ことが できる秘書陣3名ix ばか り参
加して い る こ とから見て ､ こ の間題に対す る大統領の関心度
を推測 でき る｡ また､ 委員として参加して い る学者達もやは
り国史学界で代表的な中堅学者たちで あ る こ とから､ 文教部
が委員選定にあた っ て相当神経を使 っ た こ とを伺 い 知る こ と
がで き る｡
委員会で は李 ソ ン グ ン を委員長､ 妾ウチ ョ ル を副委員長に
選任するとともに ､ 実質的な研究を担当するチ ー ム として ､
李ソ ン グ ン ､ 妻ウチ ョ ル ､ 李ク ア ン ニ ン ､ 荏チ ャ ン ギ ュ ､ 李
ウ ォ ン ス ン ､ 金 チ ョ ル チ ュ ン ､ 韓ウグン を選 び､ 小委員会を
構成した｡ そこ で は国史教育強化のた め に遂行す べ き主題を
以下のように確定した｡
(丑 教育課程の組織と配列の問題
② 国史教育の内容構成に関する問題
③ 国史の学習指導問題
④ 国史の大衆化問題
研究主題から は, 国史教育強化基本政策は, 大統領の指
示 で ほぼ確定して い た こ とがわかる｡ またその枠内で学
校ごと に国史教育課題を選定して い たと思われる｡
国史教育の目標と教科書の単 一 化推進
こ の委員会は19 72年5月1 0日､ 文教部長 ･ 次官､ 編修局長
および関係編修官､ 全委員が出席して最初の会議を開い た後､
それ以後300万ウォ ン の学術研究費を支援してもら い ､ 小委
員会の集中的な研究により作られた建議文を､ 全体会議を経
て 7月 6日文教部に提出した｡
こ の建議文の内容を見 ると
``
今日､ 国史教育の強化と い う
主張を事新たに掲げる こ とは で きなくな っ た こ とは ､ 未だ に
民族史に残された歪曲された解釈と他律的な歴史観が精算で
きて お らず､ 併せ て歴史学自体が民族国家の近代化の方向を
十分 に提示 でき て い な い とい う理由 の た め だ. " と い っ て 国
史教育の必要性を強調しながら, 国史教育強化政策を推進し
ようとした背景を説明したo また ､
"
徹底した民族的主体力
量をさらに滴養しようと国家の発展と人類共栄 に積極的古手関
与す る よ うに す る ｡
"
と して 国史教育強化の 目標と こ れを通
じて伸ばす こ とで 期待され る人間像を提示した｡ そして 国史
教育の 目標を 一 般 目標と各学校 一別 の 目標 に分けて提示して ､
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〉教育課程の構造 を次 のように提示した ｡
⑳ 大学及び教育大学 : 国史を教養必修科目に設定する｡
(履修単位は 3 - 4単位)
⑳ 中 ･ 高等学校 : 国史教科を設定して ､ 高等学校は教育
必修に し (履修単位は 6単位)､ 中学校は 2年 - 3 年に
か けて付加す る (過当たり2時間)0
◎ 国民学校 (初等学校): 6学年に は体系的な国史を､ 5
学年に は産業史 ･ 生活史の内容を付加し 4学年に は社会
科の 1/ 3を国史内容にす る ｡ 1, 2 , 3学年 は社会科
の l/ 4･を国史内容にす る｡
以上 の建議はそのまま受理されて1973, 74度の 二 学年をか
けて各級の学校で ほ とんどそ のまま実践された｡ とれ は学校
の国史教育に とて つ もない 変化をもたらした｡ 解放Ⅹ以後社
会科に帰属してきた国史科目が独立した教科に なり､ 各級の
学校で必修にな っ た こ とで各学校間の連携した体系的な国史
教育が可能にな るなど国史教育の強化に甚大な貢献をした に
とどまらな い ｡ 国史を専攻した者 へ の需要を増大させた こ と
で 国史学界 に莫大な活力を提供した のだ｡ しかし､ こ こ に は
肯定的な面ばかりあ っ たの で は な い ｡ 歴史教育で国史と両軸
を担 っ て い た世界史科目が相対的に萎縮すると い う否定的面
もあ っ た｡
こ うした国史教育強化委員会の建議とは別に ､ 文教部で は
1 973年度大学入学予備考試から国史科目を独立させ新設科目
とし､ その配点を30点に するなど各学校のす べ て の入学試験
で 国史科目の比重を高め るよう にした｡ 併せ て絵務庁の援助
を得て公務員 の採用考試だけでなく採用試験す べ て で 国史を
必修として加えるよう にした｡ こ うして 国史は全国民 にと っ
て関心 の対象となり､ 新たに脚光を浴びるよう にな っ たの だ｡
/
国史教育強化政策が立案､ 推進されて い た最中､ 19 72年10
月1 7日､ い わゆる10月維新が宣言された｡ 維新体制下で は主
体性ある国民精神教育を強調す ると共に国史教育がさら に重
視された｡ その 一 環 として1 973年2月 に は中学校の国史教科
書単 一 化案が提起された｡ こ の単 一 化実は最初中学校の検定 ･
認定国史教科書の発行社で ある11社の代表と著者たち の連署
が先ずなされ､ その後で の 政府が収録しようとする内容の改
編作業が余りに膨大 にな っ て しま い ､ 個別的な改編が不可能
だとい う名目で始められた｡ こ うして単 一 化国史教科書の発
行を建議する形式から提起された こ とか らも､ 政府の強い 意
欲が示されたと推測 できる｡
とに かく文教部は こ の 建議を直ちた受け止 め , 発行者全員
に
"
11社の個別発行中止､ 原稿に対す る文教部審査､ 価格の
文教部査定､ 発行 に関す る文教部統制
''
を内容とす る念書を
提出､ 誓約させた. こ れ に11の 出版社古よ､ 検定 ･ 認定教科書
の 既得権を放棄し19 73年4月から共同で執筆に着手し､ 1974
年度から 一 種頼 の 新し い 国史教科書が提供されたo 当時執筆
指針 に は
``
維新精神の反映､ 急変す る国際社会 に適応 でき る
内容の補強､ 国史教育が強化でき る内容 の補強
''
などが含ま
れ て お り､ 政 府の 単 一 化教科書推進 の意図を垣間見 る こ とが
で き る. 11 の出版社 は単 一 国史教科書 の著者と し て金チ ョ ル
チ ュ ン (ソ ウ ル 大)､ 李ウ ォ ン ス ン (ソ ウ ル 大)､ 妻 ウ チ ョ ル
(梨花女大) を選任して編纂に着手した｡
こ の単 一 化実は固定化となんら変わらなか っ たが ､ ただ し
文教部が教科書発行主体でなくて検定 ･ 認定 国史教科書を持っ
て い た11の出版社が共同で教科書を編纂した点が違う｡ また､
こ の 実は 当時検定 ･ 認定教科書の有効期限 が1 974年ま でだ っ
たた め､ こ れ を無効にす るため に は い ろ い ろ難しい 点があ っ
て ､ 政府が 一 方 で こ れ を避けながら､ 他方自らの意図す る教
科書改訂の効果を得るた め の 方便から考え出されたもの だ｡
国史教科書国定化推進とその議論
中学校国史教科書の単 一 化編纂作業が進行する間､ 政府で
は国史教科書国定(一 種) 化を電撃的に決定して ､ 6 月末に
これを発表した｡ 国史教科書の 国定化に対して国史教育強化
委員会が国史教育強化政策の 一 環として建議しその結果実現
したものだから､ 誤解す る場合もあ っ たが､ 国史教育強化委
員会 の建議文は この問題を取り扱 っ て は お らず､ こ こ に参与
した学者達も大概は これに反対す る立場を取 っ た｡ 以前にも
- 部の歴史教育学者の間で検定 ･ 認定 (2種) 教科書は個人
の著作とい う限界から教科書制度を改革しようとの主張もあ
る に は あっ たが､ こ の こ とから国定化決定が実現され発と見
る こ とは難しい ｡ ただし､ こ のよ うな意見も - 部は参考にな っ
たけれども､ 最大 の要因は10月維新体制下の教育方向 に沿 っ
て ､ 国民 の価値観教育の中核を成す国語 ･ 道徳は前も っ て 国
定化され て は い たが ､ 国史教科書だけが検定 ･ 認定になっ て
お り､ こ れを国定化する こ とに よ っ て 一 貫性あ る国民精神教
育を実現でき ると考えた こ と､ こ こ に最大の要因､ 決定的な
背景 があ っ た｡
この発表が出るや国史学界で は国家機関で あ る国史編纂委
員会 に所属す る何名かの学者たちを除い て ､ 大部分の学者達
が反対 の 立場を打ち出した｡ も っ とも当時国史李界を代表で
き る中堅 ･ 元老学者の李ピ ョ ン ド､ 韓 ウ グン ､ 金 サ ン ギ､ 速
テ ソ プ, 金 チ ョ ル チ エ ン ､ 中 ソ ツ ホ など22名に達す る学者達
が中 ･ 高校の 国史教科書の著者で あ っ たた め ､ 反対 の雰囲気
が強か っ た訳だが､ 維新とい う時代状挽から対外的 に激烈な
反対運動 となると､ か なり自制的な状況だ っ た｡･その ため文
教部と国史学界との論戦 は ､ 学者個人の所信を誌面で自由に
発表して展開す るの で は なくて ､ 表だ っ て展開しはしなか っ
た｡ 反対が表面化しなか っ たの は ､ 当時め文教部が国定化に
反対する国史教科書の著者をはじめとする国史学界を対象に､
すさまじ い説得工作をしたた め で もある｡ とも あれ当時双方
の主張を整理して見れば次 の よ うに なる｡
文教部と国史編纂委員会など国定化に賛成する側は ､
"
国
史教科書は多く の研究者の英知を集 めたもの と主張した｡ つ
ま り個人 で は なくて多数 の 学者が共同執筆する こ とに よ っ て ､
個 人の著書であ る検定 ･ 認定教科書と違い 学者個人 の偏見を
克服し た豊富な内容を収録 しただけで なく､ 学界 の 研究成果
を幅広く総合して ､ 客観性も高い 教科書にな るだろうと考え
た の で あ る｡ こ うして 統 一 した 国史の 内容を通 じ国史にたい
す る理解体系が 一 つ に な っ て 国民 の 国史認識 に混乱をきたさ
な い よ うに なり､ 韓国が多面的 ･ 対 内外的状況 で国論統 一 に
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翻訳 ｢国定国史教科書批判｣
も有利になる ことが できる｡ また国史学者はもちろん隣接学
問の地理 ､ 政治､ 文化､ 社会, 教育学者たちの幅広 い参加を
可能 に-して ､ 例をあ､げれば､ 教育学老の参加で教育理論に符
合した教科書を編纂する ことが で き る等､ 教科書内容の要当
性を高める こ とが でき る.0
こ れと併せて初, 中､ 高校の国史教育を 一 貫性あ る段階を
持っ て進行で草たがゆえに､ 各級学校の系統性を確立して効
尭的な教育をす る ことがで きる｡ そして新たな発掘材料など
国史編纂委員会及び各研究機関の研究結果など最新情報と学
界の研究業績の活用 ･ 補完が即時可能になり質の高 い教科書
を作ることがで き､ 生産費を節約する ことがで きて ､ 最終的
に は学生達 の負担を軽減させ る こ とがで きる｡
''
とい う こ と
だ っ た｡ 検定 ･ 認定教科書が1 , 2名の著者により出版社と
何人かの編纂者の援助をもらい 作られた個人 の著書で ある の
に比 べ ､ 国定教科書は執筆者､ 研究陣､ 審議陣､ 現場の実験
教師など10 0名余り の共同参加と作業で編纂されて得られる
肯定的な面を強調した｡
国定化に反対した韓ウグ ン ､ 金サ ン ギ教授を始め国史学界
の主張は ､
` `
検定 ･ 認定国史教科書は統制と干渉が少なくな っ
て おり, その分自立と多様性が尊重される民主主義の基本精
神に符号する教科書だとい う こ とが できる｡ も っ とも 一 種類
で は なく て い ろんな種類の多様な国史教科書が出版され現場
が選択できれば､ 現場の教師と学生たちに と っ て も っ と学び
やすく､ お も しろ い教科書を選定で きる訳で ある｡ こ うした
良い 国史教科書の選定を通じ､ 多様で お もしろい 国史授業が
可能となる｡ ま た現場で国史教科書として採択されるた め に
愉烈な競争を伴い ､ それ に よ っ て持続的な教科書の質向上が
成し遂げられ､ 国史学界 の活発な研究熱を促進させ るように
なる のだ｡
"
とい うの だ｡ つ まり､ 多種多様な国史教科書を
編纂する ことによ っ て 国史学習の自由な展開と国史教育の活
性化をもたらす こ とがで き､ 自由な競争を通じ国史教科書の
質が向上する こ とを強調した｡
そして 国史教科書の国定化は
``
歴史に対す る認識が固定化
し､ 自由で多様な学習活動が難しく硬直化した歴史的思考に
とどまり, 歴史教育の本来の目標で あ る歴史的思考力や問題
解決力を育て る こ とがで きなくなる ことだ｡ ま た､ 国史教科
書の 一 部の内容が政策的 に強調され て利用される素地があ っ
て ､ こ れは 国民精神を固定化させ はす るが､ 発展す る時代に
効果的に適応できず､ む しろ国民精神の教育を阻害する おそ
れがある｡
' '
と い っ て , 国定化推進の最大 の目標で あ る国家
教育強化や国民精神の教育に否定的な要素として作用す ると
強調し批判した｡
こ うした論理 のなか で も文教部は1973年 8月, 国 定国史教
科書の著者として高等学校用は , 金 チ ョ ル チ エ ン ､ 閲ピ ョ ン
ハ (成均館大)､ 韓 ヨ ン ウ (ソ ウ ル 大)､ ピ ョ ン ソ ク (国史編
纂委員会), 中学校は , 林ピ ョ ン テ (崇田大)､ 萎ジ ン チ ョ ル
(高麗大)､ 車ム ン ソ プ (檀国大)､ 李 ヒ ョ ン ジ ョ ン を選出し
編纂を推進した｡ そ して1974年に は 予定通りに全国 の 中高等
学校に新しい 国定国史教科書が配布された｡
以上から言える の は ､ 国史教科書の国定化は ､ 国史教育強
化政策と10月維新とい う時代状況が噛み合 っ て実現されたも
のだ｡
19 74年､ 国史教科書が国定になり､ 単 一 教科書が出版され
てから今日まで ､ 学界と教育界 は こ の問題を巡 っ て論争を続
けて い る｡ 国定国史教科書に は ､ 肯定的側面と否定的側面が
全部あると い う こ とがで きる ｡ しか し教育界や国史学界の出
した見解は ､ 国定国史教科書が肯定的側面に比 べ否定的側面
が大き い と い う こ とで あり, こ の こ とは 正しい 判断だと考え
られる｡ 国史教科書の国定化が､ 当時は､ 時代的に必要であ っ
た とい うの だが､ 今は当時に比べ 政治 ･ 経済ノ･ 社会はもちろ
ん, 国史学界も多く の変化と発展を成し遂げたた め に新しい
時代に見合 っ た国史教科書にもや はり変化が必要で あるとい
う考えだ｡ 教科書発行制度の国際的趨勢を見て も北韓x i な
どを除い て ､ は とんどの国 で検定または自由発行制度を採択
して い る ばかりでなく､ 個人の創造性, 個性､ 多様性力噂重 ･
強調される社会に見合うため に も国史教科書の検定化など,
必ず変化させなければならな い ｡
i 朴正殿大統領は ､ ｢国民教育憲章｣ の なかで
`
国籍の あ
る教育
'
を提唱した｡ 具体的に は､
``
教育は 国民精神滴養
の苗床にならなければならな い ｡ そして似て非なる国際主
義に陥り, 祖国と民族を忘却す るく精神的無国籍者>をつ
く っ て は ならない｣ と考えた｡ 吉典植 『朴正黙その人とヴィ
ジ ョ ン』 (秩)サ ン ケイ出版､ 1 977年､ p80(訳者注 ｡ 以下
同様)
ii 原文は ､ 方案だが､ こ こ で の 意味は方針に近 い ｡
iii高試とは違う｡
iv 原文は ､ 試行だが､ こ こセの意味は実施 に近 い ｡
Ⅴ 原文は ､ 始末だが､ こ こ で は功罪と訳した｡
vi 5∴16主導勢力との直接関与者を元 と訳した｡
vh 原文は ､ 発現 で あ る が ､ こ こ で は表すと訳 した.
vB 原文は ､ 構成であるが , 人選 の意味だと判断した｡
ix 朴大統領は､ 自分の後継をめ ぐり､ 当時､ 与党であ っ た
共和党内の主流 ･ 反 主流双方を､ さらに は新主流派をと次々
と排除(19 71年)｡ 共和党に替 っ て朴大統領の親衛隊で あ
る ｢大統領秘書室と中央情報部の権限が著しく強化されて
い っ た｡｣ (前掲『韓国 の経済開発と労使関係』 所収の文京
沫論文p8 8) こ の 二 つ の機構は ｢国家保安にかかわる諜報
活動はもとより､ 政治､ 経済､ 外交, およ び治安など政府
の ほとんどす べ て の活動に関与できる権限を｣ (文京沫論
文) も っ て い たこ とを考慮すれば､ この委員会の方向性は
自ずか ら決ま っ て い た といえようo
x 日本がポ ツダム宣言を受諾した194 5(昭和20) 年8 月15
v日 は､ 韓国 ･ 朝鮮 が植民地支配か ら脱した記念す べ き日で
あり､ 解放と は こ の 日をさすo 光復節とも い う.
xi 轟国 で ｢朝鮮民主主義人民共和国｣ を表記する際､ し
ばしば ｢北韓｣ とす る｡
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